
福知山都市計画地区計画の決定（福知山市決定） 

 

都市計画 下川口地区計画を次のように決定する。 

名  称 下川口地区計画 

位  置 福知山市 字上天津 の一部 

面  積 約１２．９０ｈａ 

地

区

の

整

備

・

開

発

及

び

保

全

の

方

針 

地区計画の目標 １ 住環境の維持及び形成 

 既存集落が形成する自然豊かな農山村の景観を保全しながら、

新たな生活サービス機能や下川口地域の活性化に役立つ施設、定

住を促進する住宅の立地を誘導し、下川口地域に住み続けられる

生活環境の維持確保をめざす。 

２ 地域の活性化 

 スポーツ施設として活用されている旧天津小学校や既存の福

祉施設、飲食店等が集積する国道１７５号沿いに「下川口地域の

交流拠点」の形成をめざした土地利用を促進する。 

また、地域の住民及び事業者等の連携を図り、地域活力の回復

に向けた活動を推進する。 

３ 地域の防災性の向上 

 本地区は、大雨による土砂災害や由良川の氾濫による水害のお

それのある土地を含んでいる。災害時の迅速・的確な避難行動に

つなげるため、勅使自治会においては、勅使自治会防災マップに

基づく訓練の実施を推進する。 

また、福知山市の広域避難所となっている下川口会館及び旧天

津小学校を避難施設として地区計画に定め、災害時の円滑な避難

を促進する。 

土地利用の方針  下川口地域の中核となる集落として、細区分に応じて、日常生

活に必要な商業店舗の立地や天津小学校跡地の利活用等を促進

し、地域に住み続けられる居住環境の維持保全を図る。 

建築物等の整備の

方針 

 地区計画の目標及び土地利用の方針に基づき、周辺の自然環境

や田園風景と調和した、ゆとりと潤いのある集落の居住環境の維

持保全を図るため、建築物等の用途、形態等について必要な規制

を行う。 

地区施設の整備の

方針 

生活と交通の安全と利便性の向上を図るため、区画道路の計画

的な整備を推進し、適切な維持管理に努める。 

 また、災害時等の円滑かつ迅速な避難行動を確保するため、洪

水に対応した避難施設を地区内に配置する。 



地

区

整

備

計

画 

地区の細区分 
住居地区 

 

機能Ａ地区 

（国道１７５号沿い） 

機能Ｂ地区 

（小学校跡） 

地区の面積 約５．１２ｈａ 約６．１１ｈａ 約１．６７ｈａ 

建

築

物

等

に

関

す

る

事

項 

建築物等の 

用途の制限 

次に掲げる建築物以外の建築

物は建築してはならない。 

ただし、市長が必要と認めるも

のについてはこの限りではない。 

１）建築基準法別表第二(い)項第

１号から第３号、第５号、第６号、

第８号、第９号（共同住宅、寄宿

舎又は下宿及び長屋は、戸数が７

以上のものを除く。）に掲げる建

築物 

２）都市計画法施行令第２０条第

２号（堆肥舎、サイロ、種苗貯蔵

施設を除く。）、第３号、第４号に

掲げる建築物 

３）前各号の建築物に附属するも

の 

 

次に掲げる建築物以外の建築物

は建築してはならない。 

ただし、市長が必要と認めるも

のについてはこの限りではない。 

１）建築基準法別表第二(は)項第

２号から第５号、第７号に掲げる

建築物 

２）建築基準法別表第二(い)項第

１号から第６号、第８号、第９号

（共同住宅、寄宿又は下宿及び長

屋は、戸数が７以上のものを除

く。）に掲げる建築物 

３）事務所で、その用途に供する

部分の床面積の合計が５００㎡以

下のもの 

４）都市計画法第３４条第１号に

規定する建築物 

５）都市計画法第３４条第４号に

規定する建築物 

６）都市計画法施行令第２０条に

掲げる建築物 

次に掲げる建築物以外の建

築物は建築してはならない。 

ただし、市長が必要と認め

るものについてはこの限りで

はない。 

１）建築基準法別表第二（い）

項第４号に掲げる建築物 

２）建築基準法施行令第１３

０条の５の３第２号に定める

建築物 

３）体育館、水泳場、スポーツ

の練習場 

４）野球場、庭球場、陸上競技

場その他の運動施設の用に供

する建築物 

５）前２号の建築物又は都市

計画法施行令第１条第２項第

１号に掲げる第二種特定工作

物（遊園地及び動物園を除

く。）と同一の敷地内に併設す

る宿泊施設 



７）前各号の建築物に附属するも

の 

６）前各号の建築物に附属す

るもの 

建築物の延

べ面積の敷

地面積に対

する割合の

最高限度 

１０分の１０ １０分の２０ 

建築物の建

築面積の敷

地面積に対

する割合の

最高限度 

 

１０分の６ 

建築物の敷

地面積の最

低限度 

１５０㎡ 

ただし、長屋、共同住宅に限り、

戸数を４以下とする場合は２００

㎡、戸数を５以上とする場合は５

００㎡とする。 

また、都市計画法施行令第２０

条に掲げる建築物の敷地を除く。 

 

 

２００㎡ 

ただし、長屋、共同住宅に限り、戸数を５以上とする場合は５００

㎡とする。 

また、都市計画法施行令第２０条に掲げる建築物の敷地を除く。 

 

 



建築物の壁

面の位置の

制限 

建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から道路境界線までの距離は１．５ｍ以上、隣地境界線まで

の距離は、１．０m 以上とする。 

建築物等の

高さの最高

限度 

地盤面からの建築物（階段室、昇

降機塔、装飾塔、物見塔、屋窓その

他これらに類する建築物の屋上の

部分を含む。）の高さの最高限度は

１０ｍとする。 

また、地盤面からの建築物の各

部分の高さは、 

１） 当該部分から前面道路の反対

側の境界線までの水平距離に

１．２５を乗じて得たもの以

下 

２） 当該部分から隣地境界線まで

の真北方向の水平距離に１．

２５を乗じて得たものに５ｍ

を加えたもの以下 

とする。 

地盤面からの建築物の高さの最高限度は１３ｍとする。 

また、地盤面からの建築物の各部分の高さは、 

１） 当該部分から前面道路の反対側の境界線までの水平距離に

１．２５を乗じて得たもの以下 

２） 当該部分から隣地境界線までの真北方向の水平距離に１．２

５を乗じて得たものに１０ｍを加えたもの以下 

とする。 

 

建築物等の

形態又は意

匠の制限 

建築物及び工作物の形態・意匠、色彩等は、福知山市景観計画に定める自然景観保全ゾーンの景観

形成基準に適合したものとする。 

 屋外広告物等は、次に掲げる要件を満たすもの以外は設置してはな

らない。ただし、市長が必要と認めるものについてはこの限りでない。 

１）設置場所で営む自己の業務用のもの。 

 



２）敷地境界線より１．５ｍ以上後退して設置するもの。 

３）形状及び色彩は、周辺の景観に配慮したものであること。 

建築物の緑

化率の最低

限度 

戸数が５戸以上の長屋、共同住宅を建築する場合 １００分の８  

垣、さく又

は塀の構造

の制限 

建築物の壁面の位置の制限距

離内に設置する垣、さく又は塀の

うち、道路に面する部分に設置す

るものの高さは地盤面から１．５

m 以下とする。 

ただし、国道１７５号に面して

設置される垣、さく又は塀につい

ては当該規定を適用しない。 

建築物の壁面の位置の制限距

離内に設置する垣、さく又は塀の

うち、道路に面する部分に設置す

るものの高さは地盤面から１．５

m 以下とする。 

 

地区施設の 

配置及び規模 

避難施設 ３箇所  

避難施設１号 下川口会館【指定緊急避難場所・指定避難所】 

         面積 約２００㎡ 

避難施設２号 Ｓ－ＬＡＢ（旧天津小学校）【指定緊急避難場所・指定避難所】 

のうち、洪水時避難場所 ３階 居室床高 Ｔ．Ｐ ２４．９ｍ 面積 約６００㎡） 

 避難施設３号 勅使会館【地区避難所】 

          面積 約１１０㎡ 

位置は図示のとおり 

［区域は計画図表示のとおり］ 

理 由 

 本都市計画は、人口減少が深刻な課題となっている下川口地域における既存コミュニティの中核となる集落として、本地区に地区計画

を策定し、いつまでも住み続けられる居住環境の維持確保をめざすものである。 




